
期間中、夏型
※

交通事故防止のため主要幹線・事故多発路線を中心に街頭啓発など各地域で

様々な交通安全の取り組みが行われます。レジャーシーズンが近づき、開放的な気分になる

とともに交通安全の意識が薄らぐことがないよう、しっかりと気を引き締めて無事故を目指

しましょう。 

交通事故は皆さま一人ひとりの心掛けで確実に減らすことができます。 

交通安全は家庭から、地域から始まります。皆さまのご協力よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

札幌市の交通安全 http://www.city.sapporo.jp/kotsuanzen/ 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・飲酒運転や居眠りなどの観光・レジャー型の 

交通事故防止 

・子供と高齢者の交通事故防止 

・自転車・二輪車の交通事故防止 

・全ての座席のシートベルトとチャイルド 

シートの正しい着用 

※夏型交通事故･･･飲酒運転・暑さや疲れからくる居眠り運転

による対向車線へのはみ出しや路外逸脱、二輪車事故等 

 

平成 28年７月 13日(水) 



学校以外での活動が多くなるこの時期は、子ども達の行動

範囲もぐっと広がります。実際に、例年この時期は、子ども

を巻き込んだ交通事故が多く発生しています。悲惨な事故か

ら子ども達を守るために、通園・通学路等、生活道路へ入っ

たときは、スピードを落とし、道路の周囲にしっかりと目配

りをしながら、子どもの早期発見に努めましょう。 

また、子供は何かに興味を持つと、そのことに夢中になっ

て周囲の状況が目に入らなくなり、危険に気付きにくくなり

ます。駐車車両があるときは、子どもが飛び出してくるかも

知れません。そのことを想定し、よく注意を払いながら走行

しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 28年６月 16日（木）、札幌市交通局 電車事業所 電車車両センターにて飲酒運転

根絶「広告ジャック路面電車」出発式を行いました。 

 昨年 12月１日に「北海道飲酒運転の根絶に関する条例」が施行され、飲酒運転の根絶に

取り組んでいるところですが、今年もゴールデンウイーク以降、道内において飲酒運転に

よる交通事故が後を絶たず、死亡事故も多数発生するなど極めて厳しい情勢となっていま

す。 

 本格的なレジャーシーズンを迎え、飲酒の機会も増加し、飲酒運転のさらなる発生が懸

念されることから、ススキノをはじめ飲食店街を通る路面電車に「飲酒運転 ＮＯ！」と

書かれたポスターを掲示して運行し、市民に飲酒運転の根絶を広く呼びかけました。 

私たちが住む北海道、地域社会から飲酒運転をするドライバーを根絶するため、 

「飲酒運転をしない、させない、許さない」という安全意識

を持ち、飲酒運転根絶を目指しましょう。 

飲酒運転根絶「広告ジャック路面電車」

出発開始式を行いました！！


